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令
和
３
年
⒒
月
⒘
日
千
葉
市
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
で

あ
り
ま
す
中
谷
順
子
氏
講
師
に
よ
る
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 「
八
犬
伝
」
の
中
の
千
葉
氏 

中
谷
順
子 

 

１ 

享
徳
の
乱
と
千
葉
氏
の
内
紛 

『
南
総
里
見
八
大
伝
』
は
江
戸
時
代

の
文
豪
・
曲
亭
馬
琴
（
滝
沢
馬
琴
）

が
文
化
十
一
年
（
１
８
１
４
年
）
か

ら
書
き
始
め
、
二
十
八
年
間
書
き
継

い
だ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
（
読
み
本
）
で

す
。
八
霊
玉
に
導
か
れ
る
〔
八
犬

士
〕
の
活
躍
な
ど
奇
想
天
外
で
、
空

想
小
説
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

意
外
に
も
関
東
の
史
実
に
沿
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
房
里
見
の

祖
・
里
見
義
実
、
二
代
成
義
（
物
語

で
は
義
成
）
、
三
代
義
通
を
中
心
に

進
行
し
ま
す
が
、
そ
の
時
代
は
千
葉

氏
の
内
紛
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。 

「
結
城
合
戦
」
（
１
４
４
０
年
）
か
ら
始

め
ま
し
よ
う
。
鎌
倉
公
方
・
足
利
持
氏
は

関
東
管
領
筆
頭
・
山
内
上
杉
憲
実
に
逆

ら
っ
て「
永
享
の
乱
」
を
起
こ
し
た
た
め
、

室
町
六
代
将
軍
・
足
利
義
教
は
討
伐
の

命
令
を
下
し
、
持
氏
と
嫡
男
・
義
久
は

自
害
に
追
い
込
ま
れ
、
持
氏
の
遺
子
春

王
・
安
王
は
、
結
城
氏
朝
に
助
け
を
求

め
ま
し
た
。
室
町
幕
府
に
不
満
を
持
つ

関
東
武
士
た
ち
は
結
城
に
味
方
し
て

「
結
城
合
戦
」
が
起
り
ま
す
。
上
野
国
の

里
見
氏
も
い
ま
し
た
。
結
果
は
結
城
側

の
敗
北
と
な
り
、
春
王
・
安
王
は
殺
さ
れ
、

里
見
義
実
は
相
模
に
逃
れ
安
房
に
上
陸

し
て
、
安
房
里
見
氏
の
祖
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。 

行
き
過
ぎ
た
政
策
を
反
省
し
た
七
代

将
軍
義
勝
は
、
持
氏
の
幼
子
・成
氏
を 

し
か
し
成
氏
は
成
長
す
る
と
不
満
を

抱
き
、
享
徳
三
年
に
上
杉
憲
実
の
子
・

憲
忠
を
暗
殺
し「
享
徳
の
乱
」
（
１
４
５
４

年
）
を
起
こ
し
ま
す
。
上
杉
の
一
門
は
報

復
に
た
ち
あ
が
り
返
り
討
ち
に
あ
い
、

山
内
上
杉
氏
を
補
佐
し
て
い
た
扇
谷
上

杉
顕
房
も
討
た
れ
、
幕
府
は
討
伐
に
今

川
氏
を
向
か
わ
せ
ま
し
た
。 

敗
れ
た
成
氏
は
下
総
国
古
河
城
に
入

り
、
享
徳
四
年
に
古
河
公
方
と
な
り
ま

す
。
幕
府
側
は
古
河
公
方
に
対
抗
し
て

伊
豆
に
堀
越
公
方
政
知
を
任
命
、
関
東

は
二
十
八
年
間
も
二
つ
の
支
配
が
続
き

ま
す
。 

「
享
徳
の
乱
」
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

下
総
で
千
葉
氏
の
内
紛
が
起
り
ま
す
。

馬
加
康
胤
・
原
胤
房
に
攻
め
ら
れ
た
千

葉
介
胤
直
は
、
多
古
の
千
田
（
ち
だ
）
に

逃
れ
、
志
摩
（
島
）
城
に
た
て
こ
も
り
敗

れ
、
康
胤
が
本
家
を
乗
っ
取
り
千
葉
介

を
名
乗
る
事
件
に
発
展
し
ま
す
が
、
こ

の
内
紛
に
つ
い
て
、『
八
犬
伝
』
で
は
直
接

に
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し『
八

大
伝
』
の
最
終
決
戦
で
里
見
に
味
方
す

る「
普
善
村
（
ふ
せ
む
ら
）
」
の
村
民
が
出

て
き
ま
す
。「
普
善
村
」
は
多
古
町
の「
島
」

地
域
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
。
胤
直
の
悲

運
を
背
景
に
し
て
い
る
の
で
す
。 

八
代
将
軍
・義
政
の
命
に
よ
り
、
美
濃

篠
脇
城
主
下
野
守
・
東
常
縁
（
千
葉
介

常
胤
の
後
裔
）
が
、
千
葉
実
胤
・
自
胤
を

支
援
し
、
馬
加
康
胤
・
原
盤
房
と
争
い

転
戦
。
関
東
は
戦
乱
へ
と
巻
き
込
ま
れ

ま
す
。 

扇
谷
上
杉
家
の
当
主
と
な
る
扇
谷
定

正
の
家
来
が
、
太
田
道
灌
で
す
。
道
灌

は
物
語
で
は〔
巨
田
持
資
〕
の
名
で
登
場
。

扇
谷
勢
は
五
十
子
（
い
か
っ
こ
）
陣
を
中

心
に
反
撃
に
転
じ
、
道
灌
は
家
宰
と
し

て
活
躍
し
、
防
御
拠
点
と
し
て
河
越
城
、

岩
槻
城
を
整
備
。
武
蔵
国
豊
嶋
郡
（
品

川
港
）に
江
戸
城
を
築
き
、
定
正
の
命
に

よ
り
領
主
と
な
り
ま
し
た
。 

道
灌
の
活
躍
に
よ
り
秩
父
江
戸
氏
な

ど
多
く
の
関
東
武
士
が
滅
び
ま
す
。
山

内
上
杉
家
の
家
宰
で
あ
る
長
尾
景
春
の

反
乱
が
お
こ
り
、
豊
島
氏
が
長
尾
に
味

方
し
た
た
め
、
道
灌
は
防
御
た
め
に
千

葉
氏
の
内
紛
を
利
用
し
て
千
葉
実
胤
・

自
胤
を
支
援
し
、
古
河
公
方
に
味
方
し

て
い
た
馬
加
康
胤
の
孫
・
千
葉
孝
胤
を

本
佐
倉
の
臼
井
城
に
追
い
払
い
ま
す
。

豊
島
氏
は
勢
力
を
な
く
し
て
い
き
ま
す
。

〔
八
犬
士
〕
の
犬
塚
信
乃
（
孝
の
玉
）
は
豊

島
氏
の
出
、
大
山
道
節
（
忠
の
玉
）
は
豊

島
氏
の
親
戚
・
練
馬
氏
の
出
。
と
も
に
道

灌
に
痛
め
つ
け
ら
れ
た
豊
島
氏
の
子
弟

た
ち
で
す
。 

「
千
葉
氏
を 

 
 

語
る
」
だ
よ
り 
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自
胤
は
道
灌
の
支
援
の
も
と
千
葉
介

と
な
り
、
上
杉
側
な
の
で
、〔
八
犬
士
〕
の

敵
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

道
灌
の
主
君
が
扇
谷
定
正
で
す
か
ら
、

〔
八
犬
士
〕
の
戦
う
最
大
の
敵
は
扇
谷
定

正
で
す
。 

千
葉
孝
胤
は
そ
の
後
も
、
古
河
公
方
を

支
援
し
、
一
時
古
河
城
か
ら
追
わ
れ
た

成
氏
を
か
く
ま
い
、
里
見
氏
も
協
力
し

て
成
氏
は
古
河
城
に
戻
り
ま
す
。 

 

２ 

千
葉
氏
の
出
・犬
坂
毛
野
の
登
場 

道
灌
の
築
い
た
江
戸
城
は
、
『
八

犬
伝
』
で
石
浜
城
の
名
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
石
浜
城
の
対
牛
楼
で
、

〔
八
犬
士
〕
の
犬
坂
毛
野
胤
智
（
い

ぬ
ざ
か
け
の
た
ね
と
も
・
智
の
玉
）

が
女
田
楽
師
・
旦
開
野
（
あ
さ
け

の
）
と
し
て
登
場
。
《
対
牛
楼
の
戦

い
》
を
繰
り
広
げ
る
事
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
。
《
対
牛
楼
の
戦
い
》
は

《
芳
流
閣
の
戦
い
》
と
並
ん
で
手
に

汗
握
る
見
せ
場
で
す
。
芳
流
閣
と
は

古
河
公
方
の
居
城
の
こ
と
。 

道
灌
は
主
君
・
扇
谷
定
正
の
た
め
に

戦
っ
た
忠
臣
で
す
が
、
１
４
８
２
年
に
古

河
公
方
と
室
町
幕
府
と
の
和
睦
が
成
立

す
る
と
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。〔
八

犬
士
〕
が
活
躍
す
る
の
は
道
灌
が
蟄
居

さ
せ
ら
れ
た
時
代
で
あ
り
、
物
語
で【
巨

田
持
資
＝
道
灌
】
は
蟄
居
さ
せ
ら
れ
な

が
ら
も
、
主
君
・
定
正
を
救
う
た
め
息

子
の
助
友
を
差
し
向
け
て〔
八
犬
士
〕
と

戦
わ
せ
ま
す
。「
八
大
伝
」
は「
巨
田
持

資
」
と〔
八
犬
士
〕
の
戦
い
で
も
あ
り
ま
す
。

馬
琴
は
、
忠
臣
・
道
灌
を
尊
敬
し
て
、

〔
八
犬
士
〕
の
戦
う
最
終
決
戦
を
道
灌
の

亡
き
後
の
日
付
に
設
定
し
て
い
る
の
で
す
。 

「
八
犬
士
」
と
い
う
と
里
見
氏
の
子
息

だ
ち
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
里
見
氏

と
関
係
な
い
人
物
も
い
ま
す
。
犬
塚
信

乃
、
大
山
道
節
は
豊
島
氏
の
出
で
あ
る

こ
と
は
お
話
し
ま
し
た
。
犬
飼
現
八
（
信

の
玉
）
は
農
民
の
子
で
、
古
河
公
方
の
臣

の
犬
飼
に
育
て
ら
れ
ま
す
。
犬
村
大
角

（
礼
の
玉
）
は
下
野
国
の
郷
士
で
上
野
国

犬
村
の
郷
士
の
養
子
。
犬
坂
毛
野
（
智
の

玉
）
は
千
葉
介
の
家
来
・
粟
飯
原
氏
の
出
。

犬
川
荘
助
（
義
の
玉
）
は
伊
豆
の
堀
越
公

方
荘
官
の
子
、
安
房
里
見
氏
家
来
の
蜑

崎
の
親
戚
。
犬
田
小
文
吾
（
悌
の
玉
）
は

安
房
里
見
氏
の
家
来
・
那
古
七
郎
の
甥
。

犬
江
親
兵
衛
（
仁
の
玉
）
は
小
文
吾
の
妹

の
子
。 

小
文
吾
、
親
兵
衛
は
安
房
里
見
氏
と

の
関
係
が
濃
厚
で
す
が
、
荘
助
や
、
里

見
氏
の
本
拠
地
の
上
野
国
と
関
係
す
る

大
角
、
成
長
し
上
毛
（
こ
う
づ
け
）
胤
智

と
名
の
る
毛
野
も
、
い
く
ら
か
里
見
氏

と
関
係
す
る
と
考
え
る
と
五
人
で
し
ょ

う
か
。〔
八
犬
士
〕
と
は
鎌
倉
公
方
と
関

東
管
領
上
杉
氏
と
の
闘
い
で
悲
運
に
み

ま
わ
れ
た
関
東
武
士
た
ち
の
子
弟
な
の

で
す
。 

毛
野
胤
智
は『
八
犬
伝
』
で
、
粟
飯
原

胤
度
の
忘
形
見
と
描
か
れ
、
父
は
馬
加

常
武
の
策
略
で
籠
山
逸
東
太
に
惨
殺
さ

れ
た
人
物
。
粟
飯
原
（
あ
い
ば
ら
）
氏
は

小
見
川
一
帯
を
支
配
し
千
葉
氏
と
深
い

関
係
が
あ
り
ま
す
。
物
語
で
は
粟
飯
原

は
千
葉
介
胤
直
の
家
老
と
設
定
さ
れ
、

馬
加
は
馬
加
康
胤
を
意
識
し
て
お
り
、

籠
山
は
扇
谷
定
正
の
家
来
の
設
定
で
す

の
で
、
毛
野
は
対
牛
楼
で
父
の
仇
・
馬
加

や
扇
谷
定
正
の
家
来
と
戦
い
ま
す
。
馬

加
が
殺
さ
れ
ず
に
逃
れ
る
の
は
馬
加
が

上
杉
側
で
は
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。 

〔
八
犬
士
〕
の
な
か
に
、
毛
野
（
智
の
玉
）

が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き

で
す
。
毛
野
は《
対
牛
楼
の
戦
い
》
で
欄

干
を
飛
ぶ
な
ど
身
軽
な
人
物
。
毛
野
に

は
源
義
経
の
特
徴
が
色
濃
く
加
味
さ
れ

て
い
ま
す
。
義
経
は
欄
干
を
飛
ん
で
弁

慶
と
争
い
、
八
島
の
戦
い
で
は
八
艘
飛
び

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
義
経
は
諸
国

流
浪
し
て
平
泉
に
行
き
、
常
に
装
束
を

変
え
て
戦
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、 

神
出
鬼
没
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

毛
野
も
ま
た
女
田
楽
師
に
姿
を
変
え
、

乞
食
に
な
っ
て
扇
谷
定
正
を
狙
う
な
ど
、

ど
こ
か
ら
現
れ
る
と
も
予
想
も
つ
か
な
い

動
き
を
し
ま
す
。
義
経
は
天
下
を
狙
う

よ
り
も
父
の
仇
討
ち
に
熱
中
す
る
人
物

で
、
毛
野
も
ま
た
父
の
仇
討
ち
に
固
執

す
る
男
で
す
。
さ
ら
に
義
経
は
奇
襲
作

戦
が
得
意
な
智
将
で
、
鵯
越
え
の
逆
落

と
し
は
有
名
で
す
が
、『
八
大
伝
』
の
水

陸
か
ら
の
最
終
決
戦
で
、
毛
野
に
軍
師

と
し
て
大
活
躍
さ
せ
て
い
て
、
馬
琴
が
千

葉
氏
を
高
評
価
し
て
い
た
事
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
尚
、〔
八
犬
士
〕
が
最
終
決
戦

で
里
見
義
通
を
大
将
に
戦
う
市
川
国
府

台
の
場
面
で
す
が
、
国
府
台
城
は
馬
加

康
胤
討
伐
に
向
か
っ
た
太
田
道
灌
が
築

い
た
と
い
わ
れ
、
文
明
十
年
（１
４
７
８
年
）

に
道
灌
が
千
葉
孝
胤
の
臼
井
城
を
攻
め

る
の
に
用
い
た
城
で
、
馬
琴
は
こ
の
事
も

念
頭
に
お
い
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

（
注
）
最
終
決
戦
と
は
、
安
房
里
見
二
代

義
成
・
三
代
義
通
を
大
将
と
仰
ぐ
〔
八

犬
士
〕
が
、
山
内
・
扇
谷
上
杉
氏
、
長
尾

氏
、
千
葉
介
自
胤
、
古
河
成
氏
、
上
杉

側
に
加
わ
る
武
田
氏
な
ど
室
町
幕
府
連

合
軍
と
戦
う
水
陸
か
ら
の
最
終
決
戦
。 
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千
葉
氏
の
祖
先
に
つ
い
て 

会
員 

高
野
利
太
郎 

 

第
一
、
千
葉
氏
の
祖
は
高
望
王 

 

中
世
に
お
い
て
千
葉
県
の
地
方
豪
族

を
考
え
る
と
き
、
下
総
、
上
総
、
安
房
の

国
に
お
い
て
活
躍
し
た
武
将
は
先
ず
平

良
文
の
子
孫
で
あ
る
千
葉
氏
の
一
族
で

あ
る
。
そ
の
父
親
が
高
望
王
（’の
ち
の

平
高
望
）
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
の
曾
孫
と

し
て
誕
生
し
た
高
望
王
は
承
和
六
年(

八

三
九)

九
月
七
日
に
誕
生
し
た(

千
葉
大

系
図)

。
宇
多
天
皇
の
御
代
寛
平
二
年

(

八
九
〇
）に
平
朝
臣
を
賜
与
さ
れ
民
籍

降
下(

皇
族
が
そ
の
身
分
を
離
れ
臣
民

に
な
る
）し
、
平
高
望
と
な
っ
た
。
同
年

十
二
月
十
三
日
民
部
卿
宗
章
の
反
乱

を
鎮
め
そ
の
功
績
に
よ
り
、
昌
泰
元
年

(

八
九
八
）上
総
介(

当
時
上
総
守
は
親

王
任
国
で
国
司
な
ど
は
皇
族
が
任
命
さ

れ
る
が
、
任
地
へは
赴
任
せ
ず
地
元
の
豪

族
が
介
と
し
て
代
行
し
た)

に
任
命
さ
れ

て
東
国
に
出
向
す
る
。
こ
の
時
六
〇
才

で
あ
っ
た
。
任
地
上
総
国
へは
、
長
男
国

香
、
次
男
良
兼
、
三
男
良
将
の
息
子
３

名
を
伴
っ
て
任
地
に
向
か
っ
た
。 

 

高
望
は
任
期
が
過
ぎ
て
も
帰
京
す
る

こ
と
無
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
国
香
は 

 

前
常
陸
大
掾
源
護
の
娘
を
娶
り
、
良
将

は
下
総
国
相
馬
郡
の
犬
養
春
枝
の
娘
を

妻
と
し
て
迎
え
、
こ
う
し
て
高
望
は 

 

在
地
の
豪
族
と
関
係
を
深
め
て
い
る
。

や
が
て
高
望
は
下
総
、
上
総
、
常
陸
国

の
未
墾
地
を
積
極
的
に
開
墾
し
、
所
領

を
拡
大
し
て
勢
力
を
広
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
自
か
ら
築
き
上
げ
た
権
益
を
守

る
た
め
武
士
団
を
形
成
し
た
。
そ
れ
が

高
望
流
桓
武
平
氏
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
高
望
は
東
国
出
向
後
五
年
過

ぎ
た
延
喜
二
年(

九
〇
二
）
に
西
海
道
の

国
司
に
任
命
さ
れ
、
太
宰
府
に
移
っ
た
。

延
喜
十
一
年(

九
十
二
）に
同
地
で
没
し

た
と
い
う
。
享
年
七
十
四
才
で
あ
っ
た
。

し
か
し
没
年
に
関
し
て
は
延
喜
十
七
年

と
い
う
説
も
あ
る
。 

 

第
二
、
千
葉
氏
の
祖
は
平
良
文
か 

 

源
平
闘
将
禄
に
よ
る
と「
平
高
望
に
は

十
二
人
の
子
有
り
。
嫡
男
国
香
常
陸
の

大
掾
、
将
門
が
為
に
誅
せ
ら
る
。
次
男

良
望
鎮
守
府
の
将
軍
、
こ
れ
将
門
の
父

な
り
。
三
男
良
兼
上
総
介
、
将
門
と

度
々
合
戦
を
企
て
、
遂
に
討
た
れ
了
ん

ぬ
。
四
男
以
下
は
子
無
く
し
て
、
子
孫
を

継
が
ず
。
第
十
二
の
末
子
良
文
村
岡
の

五
郎
、
将
門
が
為
に
は
伯
父
為
り
と
い

え
ど
も
、
養
子
と
成
り
、
其
の
芸
威
伝

ふ
。
将
門
は
八
箇
国
を
従
へ
、
弥
凶
悪
の

心
を
構
へ、
神
慮
に
も
憚
ら
ず
、
帝
威
に

も
恐
れ
ず
、
擅
に
仏
物
を
侵
し
、
飽
く

ま
で
王
財
を
奪
ひ
し
が
故
に
、
妙
見
大

菩
薩
、
将
門
が
家
を
出
て
、
良
文
が
許
へ

渡
り
た
ま
ふ
。
此
に
因
っ
て
良
文
、
鎌
倉

の
村
岡
に
居
住
す
。
五
箇
国
を
領
じ

て
、
子
孫
繁
昌
す
。
」 

(

福
田
豊
彦
・服
部
幸
造
氏 

全
注
釈
本
に
よ
る
） 

 

① 

良
文
の
生
い
立
ち 

 

平
良
文
は
仁
和
二
年(

八
八
六
）三
月

十
八
日
父
高
望
王
、
母
藤
原
範
世
の
娘

の
子
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
る
。
前
述
の

よ
う
に
父
は
そ
の
四
年
後
民
籍
降
下
し

て
居
る
か
ら
彼
は
そ
の
時
五
才
で
あ
っ
た

そ
し
て
父
は
昌
泰
元
年(

八
九
八
）上
総

に
赴
任
し
て
い
る
。
良
文
は
十
三
才
で
幼

少
の
た
め
か
、
側
室
の
子
で
あ
る
為
か
京

都
に
残
り
育
て
ら
れ
た
。
兄
達
は
既
に

成
人
し
て
居
る
。
延
元
元
年(

九
二
三
）

三
六
才
の
時
醍
醐
天
皇
か
ら「
相
模
国

の
盗
賊
を
討
伐
せ
よ
」と
の
勅
命
を
受

け
て
東
国
に
下
向
し
、
そ
れ
を
滅
ぼ
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
良
文
の
向
か
っ

た
先
は
東
国
の
何
処
で
あ
ら
う
。  

 
 

  

② 

説
話
伝
承
そ
の
一 

 

良
文
は
武
蔵
国
大
里
郡
村
岡
郷
（熊

谷
市
村
岡
）又
は
相
模
国
高
座
郡
村
岡

郷
（藤
沢
市
村
岡
）
と
も
さ
れ
て
い
る

が
、『
今
昔
物
語
集
』に
は
良
文
と
度
々

争
い
を
し
て
い
た
箕
田
宛(

源
宛
）は
武

蔵
国
足
立
郡
箕
田
郷(

鴻
巣
市
箕
田
）

を
本
拠
地
し
て
居
る
か
ら
武
蔵
国
か
も

知
れ
な
い
。「
昔
東
国
に
源
宛
・平
良
文

と
い
う
二
人
の
武
士
が
お
り
、
こ
の
二
人

の
領
地
は
荒
川
を
隔
て
て
近
い
所
に
あ
っ

た
。
そ
の
家
来
達
は
度
々
小
競
り
合
い

を
し
て
い
た
。
や
が
て
家
来
同
士
で
は
無

く
、
二
人
で
一
騎
打
ち
を
し
よ
う
と
言

う
こ
と
に
な
り
、
お
互
い
に
家
来
を
引

き
連
れ
て
河
原
に
乗
り
込
み
、
二
人
は

前
に
進
み
出
た
。
始
め
に
源
宛
は
平
良

文
の
放
っ
た
矢
を
軽
く
か
わ
し
、
次
々
と

射
ら
れ
る
矢
を
刀
で
打
ち
落
と
し
た
。

平
良
文
も
負
け
じ
と
源
宛
が
放
つ
矢
を

次
々
と
刀
で
打
ち
落
と
し
、
二
人
の
素

晴
ら
し
い
技
に
敵
味
方
双
方
か
ら
喝
采

が
送
ら
れ
た
。
二
人
は
一
歩
も
譲
ら
ず

打
ち
合
い
が
終
わ
る
と
互
い
に
駆
け
寄
っ

て
健
闘
を
称
え
合
い
、
今
後
は
助
け
合
っ

て
地
方
の
開
発
に
尽
力
す
る
こ
と
を
誓

い
合
っ
た
」 

 (

五
頁
に
読
く) 
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③ 

説
話
伝
承
そ
の
二  

 

染
谷
川
の
戦 

 

承
元
元
年(

九
三
一
）平
将
門
・良
文

は
平
国
香
（良
文
の
兄
、
将
門
の
伯
父
）

と
上
野
国
府
近
く
の
花
薗
村
（群
馬
県

高
崎
市
群
馬
町
）
の
染
谷
川
で
戦
に
な

り
、
川
は
荒
れ
て
増
水
し
、
将
門
軍
は
敗

北
し
、
僅
か
７
騎
の
数
で
染
谷
川
沿
い
ま

で
逃
げ
た
と
こ
ろ
小
童
（羊
妙
見
菩
薩
）

が
現
れ
、
川
の
浅
瀬
を
求
め
て
渡
河
さ

せ
た
。
更
に
国
香
勢
の
弓
矢
に
よ
る
攻

撃
に
も
小
童
は
敵
の
弓
矢
を
拾
い
良
文

側
に
与
え
て
射
さ
せ
七
日
七
夜
に
及
ぶ

闘
い
に
敵
の
大
軍
に
剣
の
雨
を
降
ら
し

め
、
国
香
の
大
軍
は
叶
わ
ず
し
て
、
蜘
蛛

の
子
を
散
ら
す
が
如
く
退
散
し
た
。
小

童
は
天
に
参
ら
ん
と
し
た
時
、
良
文
・将

門
は
い
か
な
る
神
で
あ
る
か
と
尋
ね
る
。

小
童
は「
我
こ
そ
は
妙
見
大
菩
薩
」で
あ

る
と
い
う
。 

 

④ 

説
話
伝
承
そ
の
三 

 
 
 
 

蚕
飼
河
の
合
戦 

 

「
源
平
闘
諍
禄
」
に
よ
る
と
承
平
五
年

(

九
三
五
）八
月
上
旬
の
頃
相
馬
の
小
次

郎
将
門
、
上
総
介
良
兼
と
伯
父
甥
不
快

間
、
常
陸
国
に
お
い
て
合
戦
を
企
つ
る

程
に
、
良
兼
は
多
勢
な
り
、
将
門
は
無

勢
な
り
、
常
陸
国
よ
り
蚕
飼
河
の
畔
に

追
い
着
け
ら
れ
て
、
将
門
河
を
渡
さ
ん

と
欲
る
に
、
橋
無
く
船
無
く
し
て
、
思
い

労
ひ
け
る
処
に
、
俄
に
小
童
出
て
来
た

り
て
、『
瀬
を
渡
さ
ん
』と
告
ぐ
。 

将
門
此
を
聞
き
て
蚕
飼
河
を
打
ち
渡

し
、
豊
田
郡
へ打
ち
越
え
、
河
を
隔
て
て

闘
ふ
程
に
、
将
門
矢
種
尽
き
け
る
時

は
、
彼
の
童
、
落
ち
た
る
矢
を
拾
い
取
り

て
将
門
に
与
へ、
之
を
射
け
り
。
亦
将
門

疲
れ
に
及
ぶ
時
は
童
、
将
門
の
弓
を
捕
っ

て
十
の
矢
を
矯
げ
て
敵
を
射
る
に
、
一
つ

も
空
箭
無
か
り
け
り
。
此
を
見
て 

 
 

良
兼
、『
只
事
に
も
非
ず
。
天
の
御
計
ら

ひ
な
り
』と
思
い
な
が
ら
、
彼
の
所
を
引

き
退
く
』(
前
出
） 

 

⑤ 
 

良
文
そ
の
後
の
活
躍 

そ
の
後
良
文
は
天
慶
二
年(
九
三
九
）四

月
十
七
日
陸
奥
守
で
あ
り
、
鎮
守
府
将

軍
に
任
じ
ら
れ
て
、
出
羽
国
の
俘
囚
と

秋
田
城
主
が
衝
突
し
て
乱
に
発
展
。
こ

れ
を
鎮
圧
し
た
。
そ
し
て
翌
年
関
東
に

帰
国
し
た
。
ち
ょ
う
ど
同
年
平
将
門
が

反
乱
を
お
こ
し
、
東
国
は
混
乱
し
て
い
た

そ
の
翌
年
将
門
は
下
野
押
領
使
藤
原
秀

郷
と
国
香
の
子
息
平
貞
盛
等
に
よ
っ
て

鎮
圧
さ
れ
た
。
こ
の
頃
良
文
は
下
総
国

橘
荘
一
帯
を
支
配
し
て
阿
玉
郡
に
館
を

構
え
、
大
友
城(

現
東
庄
町
小
南
）を
築

き
、
海
上
郡
へも
進
出
し
て
居
る
。
そ
の

他
彼
は
夕
顔
の
花
を
良
く
好
み
、   

子
息
忠
頼
に「
自
分
に
合
い
た
く
な
っ
た

ら
、
畑
に
植
え
た
夕
顔
の
実
を
開
け
よ
」

と
告
げ
た
。
そ
の
実
の
中
か
ら
観
音
像

が
出
た
。
天
暦
六
年(

九
五
二
）六
七
才

で
死
去
。
現
在
も
香
取
市
阿
玉
台
の
白

樺
山
樹
林
寺
に
あ
る
良
文
の
墓
は「
夕

顔
観
音
塚
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。
樹
林
寺

の
檀
家
で
は
現
在
で
も
夕
顔
（干
瓢
）を

食
し
な
い
と
い
う
。 

 

第
三
、
平
忠
常 

 

忠
常
は
父
平
経
明(

忠
頼
）と
母
左
京

太
夫
藤
原
教
宗
の
娘
の
子
と
し
て
、
天

延
三
年(

九
七
五
）九
月
十
三
日
に
生
れ

る
。
祖
父
良
文
以
来
下
総
国
相
馬
郡
の

所
領
を
受
け
継
ぎ
、
下
総
國
に
本
拠
地

と
し
て
下
総
国
、
上
総
国
、
安
房
国
県

内
全
域
に
わ
た
っ
て
勢
力
を
張
っ
て
い

た
。
武
蔵
国
の
押
領
使
に
も
為
っ
た
と
い

う
。「
今
昔
物
語
」に
は 

「
下
総
国
ニ
平
忠
恒(

忠
常
）
ト
言
ウ

兵
有
ケ
リ
、
私
ノ
勢
力
極
メ
テ
大
キ
ニ
シ

テ
、
上
総
下
総
を
皆
我
マ
マ
ニ
進
退
シ
テ

公
事
ヲ
モ
事
ニ
モ
不
為
リ
ケ
リ
、
マ
タ
常

陸
守
ノ
仰
ス
ル
事
ニ
モ
事
ニ
触
レ
テ
忽
諸

ニ
シ
ケ
リ
」と
伝
え
ら
れ
、
下
総
、
上
総

を
自
由
に
支
配
し
、
常
陸
守
の
命
令
を

も
疎
か
に
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。 

此
の
頃
忠
常
は
東
庄
大
友
城
を
拠
点

と
し
、
こ
の
地
方
で
算
出
さ
れ
る「
塩
」

「
砂
鉄
」等
の
資
源
と
生
産
技
術
の
獲
得

で
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
必
然

的
に
国
司(

受
領
主
）、
他
の
豪
族
と
相

争
う
こ
と
に
な
り
、
此
に
は
水
運
に
よ
る

船
の
移
動
、
馬
に
よ
る
陸
路
の
運
搬
等

に
優
れ
た
豪
族
が
地
元
の
中
小
豪
族
に

頼
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
国
司
の
実
力

行
使
に
対
し
て
猛
者(

納
税
者
）の
反
発

は
激
し
く
忠
常
の
勢
力
を
頼
り
に
反
乱

ま
で
拡
大
し
た
。 

受
領
側
は
朝
廷
に
対
し
て
追
討
使
の

覇
権
を
申
立
る
。 

長
和
元
年(

一
〇
二
一
）香
取
の
海

（霞
ヶ
浦
と
利
根
川
の
地
域
）を
挟
ん

で
、
恐
ら
く
先
の
権
益
（塩
、
鉄
の
争
い
）

や
私
領
を
巡
っ
て
、
地
元
の
常
陸
介
源

頼
信
や
常
陸
国
の「
左
右
衛
門
大
夫
平

惟
基
」と
対
立
し
戦
う
、
忠
常
は
頼
信
の

作
戦
に
共
鳴
し
て
彼
の
家
人
と
な
る
。

し
か
し
平
惟
基
に
対
し
て
は「
先
祖
の

敵
」と
す
る
。
こ
う
し
て
資
力
、
軍
事
力

を
強
化
し
い
く
。 

長
元
元
年(

一
〇
二
七
）六
月
に
彼
は

安
房
国
府
を
襲
撃
し
て
、
安
房
守
平
惟

忠
を
焼
殺
す
る
事
件
を
起
こ
し
た
。
更
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に
上
総
国
衙
を
襲
撃
し
た
。
地
元
の
豪

族
は
忠
常
に
反
応
し
て
、
房
総
三
国
の

反
乱
に
発
展
す
る
。
朝
廷
は
報
告
を
受

け
て
平
直
方
と
中
原
成
道
を
追
討
使
に

任
命
す
る
が
失
敗
し
、
源
頼
信
を
追
討

使
に
任
命
し
た
ら
呆
気
な
く
降
伏
し
て

逮
捕
さ
れ
た
。
そ
し
て
長
元
四
年
六
月

四
日
京
都
に
護
送
さ
れ
る
途
中
美
濃

国
で
病
死
し
た
。
こ
の
乱
の
た
め
房
総
三

国
は
大
変
な
荒
廃
地
と
な
り
忠
常
の
子

常
将
、
そ
の
子
常
長
は
懲
罰
は
無
し
で
、

地
元
の
復
興
と
再
開
発
に
尽
力
し
て
大

変
な
成
果
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

忠
常
の
乱
の
後
康
平
五
年
（
一
〇
六

二
）九
月
、
陸
奥
国
北
上
川
上
流
の
奧

六
郡
（胆
沢
・和
賀
・江
刺
・稗
貫
・紫

波
・岩
手
）
の
阿
倍
氏
は
、
租
庸
を
拒
む

な
ど
し
て
領
主
の
反
抗
し
た
。
同
地
域

は
大
混
乱
に
な
っ
た
。
朝
廷
で
は
源
頼
信

の
子
頼
義
を
陸
奥
守
と
し
て
派
遣
し
、

こ
の
乱
の
鎮
圧
に
努
め
た
。
こ
の
時
先
の

忠
常
の
子
で
あ
る
常
将
が
参
加
し
て
良

く
闘
い
軍
功
を
挙
げ
る
。
（
前
九
年
の

役
）続
い
て
寛
冶
元
年
（一
〇
八
七
）に

は
頼
義
に
味
方
し
た
清
原
氏
が
旧
阿
倍

氏
の
所
領
の
他
に
出
羽
山
北
三
郡
を
併

せ
反
乱
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
廷
は
源

義
家
を
派
遣
し
て
鎮
圧
に
当
た
ら
せ

た
。
こ
の
時
も
常
将
の
子
常
長
が
義
家

に
参
加
し
て
活
躍
す
る
。
忠
常
の
乱
後

こ
う
し
て
千
葉
氏
は
東
国
源
氏
と
の
関

係
を
強
化
し
て
常
胤
の
時
代
頼
朝
に
協

力
し
て
、
鎌
倉
幕
府
の
設
立
に
尽
力
す

る
の
で
あ
る
。 

 
 

余
談
に
な
る
が
、
こ
の
時
の
話「
義
家

が
衣
川
に
周
辺
に
お
い
て
阿
倍
貞
任
と

激
戦
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
こ
の
戦
の
最

中
、
両
武
将
は
和
歌
を
交
換
し
た
」  

そ
う
だ
。
義
家
が
先
に
下
句
と
し
て『
衣

の
袖
は
綻
び
に
け
り
』と
読
ん
で
敵
将
に

送
る
と
、
阿
倍
貞
任
は
す
か
さ
ず『
年

を
経
し
糸
の
乱
れ
の
苦
し
さ
に
』と
返
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
後
の

誰
か
の
創
作
か
も
知
れ
な
い
が
良
く
出

来
て
い
る
と
思
う
。 

  
 
 

 
 
 
 

妙
見
大
菩
薩 

 
 

 

  
 
 

 

紙
芝
居
講
演
会
行
な
わ
れ
る 

 

（
若
葉
区
小
倉
台
中
央
自
治
会
） 

 
 

 

本
会
と
し
て
、
外
部
に
出
て
初
め
て

「
千
葉
常
胤
物
語
」
の
紙
芝
居
に
よ
る
講

演
会
を
行
な
っ
た
。
二
年
程
前
向
後
会

長
が
小
学
生
用
に
と
別
の
組
織
で
紙
芝

居
を
作
成
し
た
も
の
本
会
に
紹
介
し

た
。
そ
の
後
本
会
の
事
業
と
し
て
取
り

上
げ
て
実
施
し
よ
う
と
検
討
を
続
け

た
。
先
ず
紙
芝
居
の「
読
み
手
」の
養
成

か
ら
は
じ
め
二
・
三
回
練
習
会
を
実
施

し
た
。
次
に
三
年
四
月
二
十
日
定
例
の

勉
強
会
の
中
で
江
波
戸
監
事
が
読
み
手

と
な
り
会
員
向
け
に
実
施
し
た
。 

そ
し
て
令
和
三
年
春
千
葉
市
若
葉
区

小
倉
台
中
央
自
治
会
か
ら
文
化
部
の
行

事
と
し
て
紙
芝
居
を
取
り
上
げ
た
い
と

い
う
要
請
が
あ
り
、
十
二
月
十
八
日

（土
）に
自
治
会
館
会
議
室
お
い
て
行
な

い
ま
し
た
。
参
加
人
員
は
三
十
四
名
、
読

み
手
は
本
会
事
務
局
長
日
向
安
昭
が

担
当
し
て
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。「
良

か
っ
た
」「
難
し
か
っ
た
」と
の
声
も
あ
り
、

今
後
も
改
善
し
な
が
ら
公
民
館
等
を
通

じ
て「
千
葉
常
胤
物
語
」の
紙
芝
居
講
演

会
を
続
け
て
行
き
ま
す
。 

 

 
 

紙
芝
居
講
演
会
の
模
様 

 
 
 

 

  

編
集
後
記 

 

編
集
子 

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
会
報

誌
十
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

今
回
号
で
は
、
中
谷
順
子
氏
の
記

事
を
特
集
し
ま
し
た
。
そ
れ
と 

(

会
員)

高
野
氏
の
投
稿
文
を
掲
載

し
ま
し
た
。
高
野
氏
は
一
太
郎
で

作
成
し
た
記
事
を
、
何
日
も
か
け

て
不
慣
れ
な
ワ
ー
ド
に
打
ち
直
し

て
く
さ
だ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
会
員

皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 


